
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 22 年 ５ 月 14 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：医歯薬学  
科研費の分科・細目：看護学 地域・老年看護学 
キーワード：精神障害者、自尊感情、在宅生活、認知行動看護療法 
 
１．研究計画の概要 
 本研究課題の目的は、精神障害者の在宅生
活が維持・促進できることをねらいとし、精
神障害者の自尊感情回復モデルを構築し、自
尊感情の回復をめざした臨床プログラムを
開発することである。具体的には、精神障害
者自身が社会に向けて自分自身を語ること
は、彼らの自尊感情の回復に繋がることに着
目し、社会に向けて自分の病気体験を語って
いる精神障害者当事者グループと協働して、
(1)自己概念の構成要素の明確化、(2)自尊感情
が低下した時の心身と行動の構造の明確化、
(3)以上で得た結果を基に自尊感情回復プロ
グラムを開発する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)2007 年度は、精神障害者当事者グループ
「スピーカーズ・ビューロー岡山」に所属す
る有志 22 名を対象に、修正版 Grounded 
theory approach を用いて、精神障害者の自
尊感情の構成要素を明確にした。結果、彼ら
の自己概念は欲求を通して意識された自己
であり、『階層からなる欲求をもつ自分』を
獲得した《獲得したものをもつ自分》と、『階
層からなる欲求をもつ自分』を獲得できない
《環境の影響を非常に大きく受ける自分》に
より構成された。 
(2)2008～2009 年度は、2007 年度と同様な研
究方法を用い、同様のメンバーで、精神障害
者の自尊感情が低い時の様子を抽出し、構造
化した。結果、彼らの自尊感情が低下する状
況が生じた時、《否定的な自己像》が活性化
し、それにより否定的な《バランスを失った
思考》が次々に引き出され、それらの思考が
頭の中をグルグル回り、《追い詰められた不

快な気分》、《不快な身体現象》、自己内外に
対し《攻撃または守りとしての行動》が生じ、
彼らはその悪循環に巻き込まれていた。悪環
境は自己に対する強いこだわりの思いから
生じると解釈できた。 
(3)2009 年度は、2007 年度に明らかになった
自己概念と 2008～2009 年度に明らかになっ
た悪循環を基に、自尊感情が低い時の悪循環
から脱出する看護支援として、《否定的な自
己像》を認識する、スキーマの修正、リラク
ゼーション活動、肯定的自己評価を意識化で
きるなどの必要性が示唆された。そこで、14
回で構成する「自尊心回復をめざすグループ
認知行動看護療法」を構築した。具体的な内
容は①心理教育②認知の再構成③スキーマ
の再構成④行動療法で構成する。また、毎回、
可能性への挑戦、承認を得る、フィードバッ
クと要約、ホームワークの提示と確認、呼吸
法や笑いやレクリェーションのリラクゼー
ションを行うこととする。 
 
３．現在までの達成度 
 本研究課題の当初研究目的の達成度は、お
おむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は、仮に構築した「自尊心回復をめざ
すグループ認知行動看護療法」が実践的に使
用可能であるかについて検証しながら、有用
な臨床プログラムに仕上げる。(1)対象を介入
群とコントロール群に分け、介入群には「自
尊心回復をめざすグループ認知行動看護療
法」を実施する。(2)データ収集は介入群に対
し、介入前・介入終了後・介入終了３カ月後
に、自尊心・気分・心の健康度・精神症状を
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調査する。非介入群に対しても同様な時期に
同様な調査を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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